
■
失
点

力
は
尽
ぐ
し
た

第
１
シ
ー
ド
の
長
崎
日
大
を
相
手
に
無

安
打
、
１１
三
振
と
打
線
ば
沈
黙
し
た
「

試
合
後
、
西
裕
聡
主
将

（３
年
）
は

か
つ
た
」
と
目
を
真

っ
赤
に
し
て
話
し

九
回
裏
、
２
死
走
者
な
し
。
西
陵
の

岩
永
佑
選
手

（３
年
）ィの
打
球
は
三
塁

ｉ前
に
転
が
り
、
一
塁
に
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
す
る
も
試
合
は
終
わ
っ
た
。

西
陵
―
長
崎
日
大
　
九
回
表
西
陵
２
死
、
岩
永
佑
の
打
球

は
三
塁
ゴ
ロ
と
な
り
、

一
墨
に
滑
り
込
む
も
試
合
終
了

g

た
。先
発
し
た
エ
ー
ス
の
植
木
駿
介
投
手

（３
年
）
遺
、
２
回
戦
で
は
完
封
勝
利

を
果
た
し
好
調
だ
っ
た
。
こ
の
日
も
四

球
な
ど
で
走
者
を
出
し
な
が
ら
も
、
六

回
ま
で
は
無
失
点
に
抑
え
た
。

試
合
が
動
い
た
の
は
七
回
表
。
１
死

走
者
な
し
で
三
塁
打
を
浴
び
る
と
、
次

打
者
に
籾
球
の
甘
く
入
っ
た
直
球
を
左

翼
に
は
じ
き
返
さ
れ
た
。
こ
れ
が
犠
飛

と
な
り
、
決
勝
点
と
な
っ
た
。

「少
し
ず
つ
疲
れ
が
き
て
い
た
。
踏

ん
張
れ
た
ら
と
思
っ
て
投
げ
た
ベ
ス
ト

ボ
ー
ル
だ
っ
た
」
。
植
木
投
手
は
汚
れ

た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
涙
を
拭
き
な
が
ら
試

合
を
振
り
返
づ
た
ゃ
終
盤
は
立
て
直

し
、
最
終
回
は
三
者
凡
退
に
抑
え
て
エ

呵
ス
の
意
地
を
見
せ
た
。　
　
　
　
・

矢
ケ
部
和
洋
監
督
は

「持
っ
て
い
な

力
を
出
し
切
っ
て
、
全
員
で
こ
れ
ま
で

３
試
合
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
特
に
守

備
は
、
選
手
た
ち
で
意
見
を
出
し
合
っ

て
必
死
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

た
」
と
た
た
え
た
。
　
　
（粧
場
勇
太
）

活
水
中

・
高

長
崎
南

創
成
館

西
陵

館
、
佐
世
保
西
、
鎮
西
学
院
、
佐
世

保
北
〈
西
陵
、
長
崎
日
大
高

。
中

銀
賞
　
瑣
浦
、
純
心
中

一
女
子

高
、
猶
興
館
（
長
崎
西
ヽ
日
加
、
長

崎
工
、
九
州
文
化
学
園

銅
賞
　
島
原
商
、
長
崎
明
誠
、
壱

岐
商
い
清
峰
、
川
棚


